
もくじ
わたしたちの生活に深

しん
刻
こく

なえいきょうをあたえるごみ問
もん

題
だい

   P2
ごみを減らすためにわたしたちにできること   P4
ごみを減らすために企

き
業
ぎょう

が取
と
り組んでいること   P6

3R だけでは解
かい

決
けつ

できない地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

を守
まも

るエコな製
せい

品
ひん

   P10

３Rでごみを
　　　減らそう！未来の地球の

　  ために

ち　きゅうみ　らい
へ

スリー　　　アール
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わたしたちの生活に深
しん

刻
こく

なえいきょうをあたえるごみ問
もん

題
だい

　生活していると必
かなら

ず出る「ごみ」。ごみのゆくえや利
り

用
よう

については学
んだ人もいるでしょう。実

じつ

はそのごみが増
ふ

え続
つづ

けたり、適
てき

切
せつ

に処
しょ

理
り

され
なかったりすると、地

ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

やわたしたちの生活に深刻なえいきょうが
出てきます。どのようなえいきょうなのかを見てみましょう。

地球がますます暑
あつ

くなる？
地球の大気を温

あたた

める働
はたら

きをもつ「温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス」
の一つとして、「二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

」という気体がありま
す。二酸化炭素が増える
と、地球が温まってしま
う「地

ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

」の状
じょう

態
たい

に
なります。

この二酸化炭素は、も
のを燃

も

やしたときなどに
放
ほう

出
しゅつ

され、もちろん、ご
みを燃やしたときも同

どう

様
よう

に放出されます。つまり
燃やすごみが増えれば増
えるほど、地球を温め二
酸化炭素が増えてしまう
のです。

実
じっ

際
さい

に日本の年平
へい

均
きん

気
き

温
おん

は100年間で1.35度
ど

、世
せ

界
かい

では0.76度も上がっていま
す。その結

けっ

果
か

、夏の猛
もう

暑
しょ

や、
自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

の増
ぞう

加
か

を引き起
お

こ
しているといわれています。

海や土、川がよごれちゃう！ 
ごみが増え続けると、ごみを埋

う

め立てる場
ば

所
しょ

がすぐにごみであふれてしまいます。そこ
で埋

うめ

立
たて

地
ち

を増やすために新しく作るとなる
と、その周

しゅう

囲
い

の自然環境が悪
わる

くなります。
またごみがポイ捨

す

てなどで適切に処理され
ないと、そのごみが土や海などに放

ほう

置
ち

され続
け、環境を悪くしてしまいます。特

とく

にプラス
チックごみは自然環境に残

のこ

るため、海や土、
川などをよごし続け、そこで育

そだ

つ魚や野
や

菜
さい

を
食べるわたしたちにも悪いえいきょうをあた
えてしまうと考えられています。

天
てん

然
ねん

資
し

源
げん

がなくなる？
生活になくてはならない石

せき

油
ゆ

や天然ガスなどの天然資源
は、無

む

限
げん

に出てくるものではなく限
かぎ

りのあるものです。例
たと

えば石油から作られたプラスチックを使
つか

った後、リサイク
ルせずにごみとして捨て、また新しいプラスチックのため
に石油を採

と

り続けていれば、いずれ石油はなくなってしま
うのです。

　地球環境や自分たちの生活を守るためには、ごみを減
へ

らすことが大切。そのために
わたしたちにできることとして「３

スリー

Ｒ
アール

」があります。具
ぐ

体
たい

的
てき

にどのようなものなのかを
次
つぎ

のページでしょうかいします。
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識別マーク

識別マーク

識別マーク

識別マーク

リサイクル
すると…

３Ｒには取
と

り組むべき順
じゅん

番
ばん

があります。まずは、
　　　　　　　　　　　   ➡　　　　　　　　　　　　　➡
の順に心がけていきましょう。

R
リデュース

educe　減らす
ごみの量

りょう

をできるだけ少なくすることをいいます。使
つか

わなく
てもよいものは買わない、もらわないようにしたり、使ってい
るものをすぐに捨

す

てず長
なが

持
も

ちさせたりすることが大切です。

例
たと

えば…

R
リデュース

educe　減らす

R
リユース

euse　再利用
一
いち

度
ど

使ったものを、捨てずに、再
さい

度
ど

使うことをいいます。
自分が使わなくなったものを、また使う工

く

夫
ふう

をしていきます。

例えば…

R
リユース

euse　再利用

R
リサイクル

ecycle　リサイクル
使い終わったものを、また資

し

源
げん

にもどし、そこから製
せいひん

品を
作ることをいいます。そのためにわたしたちはリサイクルで
きるごみを「資源ごみ」として分

ぶん

別
べつ

する必
ひつ

要
よう

があります。分
別するときは、製品に表

ひょう

示
じ

がある以
い

下
か

のような「識
しき

別
べつ

マーク」
を見て行います。

R
リサイクル

ecycle　リサイクル
R

リデュース

educe（減らす）、R
リユース

euse（再
さい

利
り

用
よう

）、R
リサイクル

ecycle（リサイクル）と
いう３つの言

こと

葉
ば

の頭文字をとって作られた言葉。この３つの言
葉はそれぞれ「ごみを減らすための行

こう

動
どう

」を意
い

味
み

しています。

ごみごみをを減減
へへ

らすらすためにためにわたしたちわたしたちににできるできることこと

シ
ャ
ン
プ
ー
の
容よ
う

器き

は
捨
て
ず
に

つ
め
か
え
て
使
う
。

まだ使えるものを使い続
つづ

ける。

エコバッグを利用して、お店
ではレジぶくろの利用を断

ことわ
る。 飲

の
み物

もの
は、ペットボトル

やかん
4 4

の飲
いん

料
りょう

を買うので
はなく、水とうを使う。

使わない洋
よう

服
ふく

をきょうだい
などにゆずる。

空になったびん
4 4

を、お店
に返

かえ
す。（空きびんは洗

あら
っ

て、何度も使われる）

空になったおかしの箱
はこ

を、
文ぼう具

ぐ
をしまう箱とし

て使う。

読み終
お

わった本をリサイク
ルショップに持

も
っていく。

プラスチック

ペットボトル

紙パック

アルミかん・スチール

プラスチック製品や
せんい製品、燃

ねん
料
りょう

など

ペットボトル、卵
たまご

パック、
ユニフォームなど

ティッシュペーパーなど

３Ｒの行動をするときは、おうちの方と相
そう

談
だん

しながら取り組みましょう。

3
スリー

R
アール

 とは？

かん、なべなどの金
きん

属
ぞく

製
せい

品
ひん

、
鉄
てっ

骨
こつ

など
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　P4・5でしょうかいしたように、わたしたちの取り組みでごみを減らすことができま
すが、なかでもリサイクルは、企業の取り組みも大切になってきます。具

ぐ

体
たい

的
てき

に企業
がどのようなリサイクルの取り組みをしているのか見てみましょう。

ごみごみをを減減
へへ

らすらすためにために企企
きき

業業
ぎょうぎょう

がが取取
とと

りり組組んでいることんでいること

リサイクルを取り巻
ま

く企業の活
かつ

動
どう

の今と昔
むかし

これまでは、製
せい

品
ひん

を作ったり売ったりするときは、図1のように一
いち

方
ほう

向
こう

の流
なが

れが主
しゅ

流
りゅう

でした。
しかしそれではごみが増

ぞう

加
か

し続
つづ

けるおそれがあります。そこで近年増
ふ

えてきたのが図2のよう
に円をえがいて循

じゅん

環
かん

させる流れです。このように捨
す

てるはずのものをリサイクルして資
し

源
げん

と
して何

なん

度
ど

も使
つか

うことで、ごみを減らしているのです。

図１　これまでの企業の活動（リニアエコノミー）

原げ
ん

材ざ
い

料り
ょ
う

製 

品
利り 

用よ
う

大
たい

量
りょう

生
せい

産
さん

、大量消
しょう

費
ひ
・大

量廃
はい

棄
き

の、使い捨てを
基
き

本
ほん

とする流れ。天
てん

然
ねん

資源の枯
こ

渇
かつ
（なくなる

こと）や、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

、
環
かん

境
きょう

汚
お

染
せん

などの問
もん

題
だい

も
引き起

お
こしてしまう。

廃棄していたものをリサイクルし
て有

ゆう
効
こう

に活用することで、天然資
源から作られる原材料の量や廃

はい
棄
き

物
ぶつ

の量を極
きょく

力
りょく

減らす流れ。資源の
枯渇や地球温暖化、環境汚染など
を低

てい
減
げん

することができる。

図２　ごみを減らす、これからの企業の活動（サーキュラーエコノミー）

原
材
料

取り組み例
れい

 ❶

捨てられたプラスチックカップが
ごみぶくろに生まれ変

か

わる？
阪
はん

神
しん

甲
こう

子
し

園
えん

球
きゅう

場
じょう

で、観
かん

客
きゃく

が使ったプラスチックカップを回
かい

収
しゅう

して、ごみぶくろに生まれ変
わらせています。このごみぶくろは甲子園球場にもどり、球場内で使われています。

阪神甲子園球場における阪神甲子園球場における
循循

じゅんじゅん

環環
かんかん

型型
がたがた

リサイクルリサイクルの流れの流れ

阪神甲子園球場で
プラスチックカップを回収。

集
あつ

めたカップを細かくくだいて小さくし
「フレーク」にする。それを加

か
工
こう

して「ペ
レット」というつぶにして、新しいもの
を作る材料にする。

カップから生まれた再生原料（　 で加工
したペレット）を一

いち
部
ぶ

に使用して、ごみ
ぶくろを製

せい
造
ぞう

。

捨
て
る

製品

利用

リサイクル

阪神甲子園球場で使用。



取り組み例
れい

 ❷

段
だん

ボールは紙ぶくろ・段ボールに
リサイクル！

アパレルショップ（服
ふく

などを売る店）に、工場で作られた衣
い

類
るい

を送
おく

るとき、段ボールを使
つか

っ
て運

はこ

びます。その段ボールを使い捨
す

てにせず回
かい

収
しゅう

して、新しい段ボールや、商
しょう

品
ひん

を入れる紙
ぶくろに作り直します。下のようにたくさんの企業が協

きょう

力
りょく

して段ボールのリサイクルを行っ
ています。

取り組み例 ❸

製品を守るこんぽう材
ざい

 「ストレッチフィルム」を
くり返

かえ

しリサイクル！
製品を取りあつかう企業の

多くは、ストレッチフィルムを
よく使います。使用済みスト
レッチフィルムをそのまま捨
てずに、加工して原

げん

材
ざい

料
りょう

にし、
またストレッチフィルムに生ま
れ変

か

わらせることで、何
なん

度
ど

も
利用できるようにしています。

ごみごみをを減減
へへ

らすらすためにために企企
きき

業業
ぎょうぎょう

がが取取
とと

りり組組んでいることんでいること

98

ストレッチフィルムとは
　製品などを輸送するときに、傷

きず
がつ

かないよう、その製品を包
つつ

むこんぽう
材として利用されるフィルム。食

しょく
品
ひん

ラップフィルムを大きくしたような形
けい

状
じょう

で、しん縮
しゅく

性
せい

や、フィルム同
どう

士
し

がくっ
つきやすい性

せい
質
しつ

がある。製品の輸送の
現
げん

場
ば

ではよく使用されている。

「クローズド・リサイクル」とは？
　自社やグループ会社で作った製品を、
使用後に自社（グループ会社）で回収し
て再

さい
利
り

用
よう

し、製品として売り出すリサ
イクルの形。

製品のこんぽう材と
して使用したスト
レッチフィルムを、
配送センターで圧

あっ
縮
しゅく

し回収します。

配
はい

送
そう

センター

回収したストレッチフィルムを、
「熱

ねつ
処
しょ

理
り

」という方
ほう

法
ほう

により、プラ
スチックのつぶである「再

さい
生
せい

ペレッ
ト」にし、新しく作るストレッチ
フィルムの原材料にします。

　このように企業もさまざまな工
く

夫
ふう

をしてごみを減らしています。しかしそれだけでは、P2・3でしょ
うかいした数々のごみに関

かか
わる問

もん
題
だい

は解
かい

決
けつ

しきれません。ごみを減らす以
い

外
がい

の企業の取り組みについて、
環
かん

境
きょう

にやさしい商品を例に、次
つぎ

のページでしょうかいします！

ダイセーエコロジー株式会社

再
さい

生
せい

ペレットを全体の25％使用
したストレッチフィルムを製造。

朝
あさ

日
ひ

樹
じゅ

脂
し

工
こう

業
ぎょう

株式会社

本社・都
と

内
ない

の店・物
ぶつ

流
りゅう

倉
そう

庫
こ

丸紅グループ
丸紅フォレストリンクス株

かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

古紙100 ％
パーセント

の
段ボール原紙を製

せい
造
ぞう

。

丸紅グループ
興
こう

亜
あ

工
こう

業
ぎょう

株式会社
丸紅フォレストリンクス株式会社

紙ぶくろ製品や
段ボール製品を製造。

印
いん

刷
さつ

・製造加
か

工
こう

メーカー
ヘイコーパック株式会社

シモジマ・シモジマ・丸丸
まるまる

紅紅
べにべに

グループグループ
「「クローズド・リサイクルモデルクローズド・リサイクルモデル」」

紙ぶくろ製
せい

品
ひん

や
段ボール製品を使

し
用
よう

・販
はん

売
ばい

。

使し

用よ
う
済ず

み

段
ボ
ー
ル
を

紙
の
原げ
ん
料り
ょ
う

と
し
て

回
収・輸ゆ

送そ
う
。



シモジマの商
しょう

品
ひん

が買えるところ

シモジマ　
直
ちょく

営
えい

店
てん

22店
てん

舗
ぽ

お店の日々の運
うん

営
えい

に必
ひつ

要
よう

な包
ほう

装
そう

用
よう

品
ひん

・店
てん

舗
ぽ

用
品・事

じ

務
む

用品・文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

などを卸
おろし

価
か

格
かく

で販
はん

売
ばい

。
小
こ

売
うり

業
ぎょう

・飲
いん

食
しょく

業
ぎょう

・一
いっ

般
ぱん

企
き

業
ぎょう

・サービス業から学
がっ

校
こう

関
かん

係
けい

・自
じ

治
ち

体
たい

の方、もちろん一般の方まで、
幅
はば

広
ひろ

いお客
きゃく

様
さま

から愛
あい

されています。

パッケージプラザ
全

ぜん

国
こく

約
やく

240店舗

シモジマ
オンラインショップ
創
そう

業
ぎょう

100年を超
こ

える
シモジマが運営する
日本最大級の包装用
品・店舗用品の専

せん

門
もん

サ
イト。メーカー直

ちょく

販
はん

だからできる驚
おどろ

きの
安
やす

さが人気です。

プラスチックを使わない地球環境にやさしい　

紙は、自
し

然
ぜん

界
かい

で分解しやすくリサイクルに適
てき

した素
そ

材
ざい

です。さらに、原
げん

料
りょう

の木など
は再

さい

生
せい

可
か

能
のう

な資
し

源
げん

であり、環境にやさしい素材といえます。これまで使
つか

い捨
す

ての食品
容器やフォーク、スプーンなどはプラスチック製のものが多かったですが、最近では、
環境にやさしい紙製や木製のものが
増

ふ

えています。

食
しょく

品
ひん

容
よう

器
き

1110

3
スリー

R
アール

だけでは解
かい

決
けつ

できない

　3R 以
い

外
がい

にも、P2・3でしょうかいした環境問
もん

題
だい

の解決に向
む

けて、企
き

業
ぎょう

がさまざまな工
く

夫
ふう

をしています。包
ほう

装
そう

用
よう

品
ひん

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

している株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

シモジマの製品を例
れい

に、どの
ようなものがあるのか、見てみましょう。

プラスチックを再
さい

生
せい

して

資源の枯
こ

渇
かつ

を防
ふせ

げ！ 

「R
リプラ

epla®」 を使った
ポリぶくろ
　エネルギーや費

ひ

用
よう

をあまりか
けずに作ることができる再生プ
ラスチックの原料「Repla®」。シ
モジマでは、Repla® からできた
ポリぶくろを多

た

種
しゅ

類
るい

販売するこ
とで、資源の循

じゅん

環
かん

の手
て

助
だす

けをし
ています。

プラスチックによる海
かい

洋
よう

汚
お

染
せん

から魚を守れ！

海水で分
ぶん

解
かい

される 
ポリぶくろ「E

エネルフィッシュ

NERFISH」
通
つう

常
じょう

、プラスチックでできたポリぶくろは自
然界では分解されず、何百年もプラスチックで
あり続

つづ

けます。しかし「ENERFISH」は、海の
中ではそのほとんどが1年のうちに水と二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

に分解されます。さ
らに魚が口に入れると苦

にが

く感
かん

じるため、海の生き
物
もの

がまちがえて食べる危
き

険
けん

も少ないのです。海の
環境や生き物を守ること
ができるふくろです。

地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

を守
まも

るエコな製
せい

品
ひん

「包装用品のコンビニエンスストア」という
コンセプトのもと、北

ほっ

海
かい

道
どう

から沖
おき

縄
なわ

県
けん

まで
全
ぜん

国
こく

的
てき

に展
てん

開
かい

している、　日本最
さい

大
だい

級
きゅう

の包装
用品販売チェーンストアです。

▼オンラインショップ
はこちらから

一
いち

部
ぶ

取
と

りあつかいのない店
てん

舗
ぽ

がございます。

紙製トレー 紙製カップ・フタ 木製スプーン・フォーク
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